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(2) PTC による白色化についてモリアオガエル， トノサマガエル，カスミサンショウウオの幼生を用
いて飼育，再生，外植の実験をおこなった。
i) O. 00l%PTC中で飼育した幼生は著しい白色化をおこしたが，通常の水にもどすと回復した。 PTC
幼生， 正常幼生ともにPTC中で再生した尾は着色せず， 正常水中で再生した尾は着色した。 PTC
-Holtfreter 液中で培養した神経板の外植片には黒色色素細胞がほとんど現われなかった。
i )組織標本を比較すると PTC 幼生に見出されるメラニン果粒は正常幼生にくらべて非常に少い
が，組織化学的に銀親和性反応をおとなわせると PTC 幼生の皮!曹にも黒色色素細胞のシルエットが
あらわれた。
iii) 皮膚巾の可溶性フエノール物質については性質， 含量ともに PTC 幼生，正常幼生のあいだに
有意の差はなかった。 PTC 幼生の皮膚のド、パメラナーゼ活性は正常幼生の皮膚の活性の%以下であっ
たが，通常の水にもどすとやがて正常幼生の活性とほぼ同じ値に回復した。
iv) 乙れらの実験結果から，著者は PTC による白色化は甲状腺を経ておこるものではなく， メラ
ニン形成にあずかる酵素系が in vivo に阻害された結果と考えた。また PTC 幼生の皮膚にも黒色色
素細胞は存在しているが.メラニン果粒が少いかまたはふくまれていないために銀親和性反応をおこな
わなければ見出し難いものと結論した。

























第 1 編は，モリアオガ、エル， トノサマガエル，カスミサンショウウオなどの両生類幼生を材料として，
メラニン形成に対するフェニールチオ尿素 (PTC) の影響をしらべた研究である。 0.001% PTC 中で
飼育する幼生には顕著な白色化がみられるが， PTC-Holtfreter 液で培養した神経板の外植片も同様な
結果をあたえるから， PTC による白色化は甲状腺を経て起るものでなくて， メラニン形成にあずかる酵
素系が阻害されたためと考える。
第 2 編は第 1 編の続きであって， PTC中で飼育したモリアオガ、エル幼生について， 80~ぢエタノーJレ可
熔フェノール物質の定量と， ドーパメラナーゼ活性の測定ならびに皮膚の硝酸銀処理を行った実験を包含
している。フェノーノレ物質については有意の差を認めないが， ドーパメラナーゼ、活性はPTC処理のもの











第 5 編は第 4 編の知見にもとずいて，モリアオガエル幼生およびニワトリ匪の末成熟な黒色色素細胞を，
銀親和性反応によって検出しようと試みた研究である。モリアオガエルで、は皮膚が着色する 2 ， 3 目前に
表皮性色素細胞が本来の位置に移動してくると推定されるし，ニワトリ怪では色素細胞の分化が背部正中
線附近から次第に側面に及ぶことがわかる。
以上の研究は，形態学と生化学の方法をたくみに組合せて黒色色素細胞分化の過程を着実に追求したも
ので，とくに銀親和性反応の有用性について注目すべき成果を挙げている。博士の学位論文として十分に
価値あるものと認める。
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